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研究成果の概要(和文)：ユニバーサルな保育制度の構想はフランス革命とロシア革命で提起さ

れ、20世紀に主要国の保育界で追求されてきた。ロシアでは1920年代に練られた構想が1930年

代以降に拡充し、日本では戦後改革を起点に1970年代にかけて量的に拡大した。近年、超少子

化と人口減少に直面する両国では、この構想の実現の成否が社会の持続可能性を左右している。

ロシアは1990年代の保育改革と2000年代後半の子育て支援策でこの構想の実現に努めている。 

 
研究成果の概要(英文)：The concept of the universal Early Childhood Care and Education 

(ECCE) system, which provides all infant the free and certain level of childcare, was 

proposed in the French Revolution and the Russian Revolution, and has been pursued in 

the major countries in the 20th century. In Russia, the concept was worked out in the 

1920s and was expanded after the 1930s. In Japan, the postwar reform was the starting 

point for the ECCE system, which was expanded quantitatively by 1980. In recent years, 

the super low fertility and the population decrease confront both countries, where are 

on the stage that the social sustainability is influenced by the concept of the universal 

ECCE system. Russia began to realize the concept of the universal ECCE system with the 

ECCE reform in the 1990s and the aid-for-childcare policy in the second half of the 2000s. 
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１．研究開始当初の背景 

  (1)1991年末のソ連解体後のロシアは、社

会の崩壊と経済の混乱を背景とした出生率

の低下と保育施設網の縮小に直面した。その

後、2000年代に入ると、高い経済成長を受け

て政府が少子化問題の克服と保育施設網の

回復に本格的に取り組み始めた。 

  (2)ただ、いったん半減した保育施設網を

短期間で元に戻すのは難しく、残された施設

への園児の詰め込みと待機児童数の著しい

増加が2000年代後半のロシア保育界の特徴

となっていた。 
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  (3)この点は同時期の日本保育界が直面し

た状況とよく似ている。両国の保育界の現状、

および、その歴史を比較する理由と重要性は

ここにある。 

 

２．研究の目的 

  (1)1930年代以降のロシア保育界の動向を、

ユニバーサルな保育制度(希望するどの幼児

にも一定水準の保育を無料か廉価で保障で

きる制度)の構想と実態の交錯に焦点をあて

て、追跡する。 

  (2)そこで明らかになる保育制度の様態の

特徴を20世紀日本の保育制度のそれと比較

する。 

  (3)それらを通して、現代社会に適用可能

なユニバーサルな保育制度に関するモデル

仮説を構築する。その際、日露両国の保育経

験の相対化が必要なので、両国の｢参照国｣フ

ランスにおける保育制度の歴史的特徴につ

いても掌握する。 

 

３．研究の方法 

  (1)比較の対象を、研究代表者の専門であ

るロシアと、そのロシア研究にあたり代表者

が常に念頭においてきた日本に限定した。な

かでも、保育施設の需要が高かった首都やそ

れに準ずる大都市のケースについて詳しく

見た。主な対象期は両国でともに保育施設の

整備が進んだ1930年代以降とした。 

  (2)両国の保育制度の様態の特徴を別の角

度から明らかにするという意味で、19～20世

紀にユニバーサルな保育制度を整備してき

たフランスの経験を参照した。 

  (3)①日本の現行の保育制度の特徴とフラ

ンス保育史の独自性をより深く理解するた

め、各分野の専門家から知見を借用した。②

モスクワやサンクト・ペテルブルクなどの大

学に所属する研究者から協力を得た、③保育

制度の実態を把握するにあたり、保育行政の

専門家や保育現場の責任者に対する聞き取

りを実施した。 

 

４．研究成果 

  (1)現代ロシア社会における出生率の低下

(量的問題)だけでなく、出生をめぐる危機

(質的側面)についても、これまで知られてい

なかった事態を明らかにした。また、1990年

代を通して半減した保育施設網の実際をモ

スクワ、ペテルブルク両市について詳らかに

した。 

  (2)こうした事態への対応として2000年代

に強化された子育て支援策などを通してユ

ニバーサルな保育制度が現代ロシア社会で

どの程度まで実現し、何がその障害となって

いるか、という点について論じた。その際、

1990年代後半以降の日本の保育改革の目

的・経過・結果との対照を行ない、両者の異

同を指摘した。また、それをロシアの保育

(史)研究者に還元した。 

  (3)日露両国で近年、実施されつつある保

育改革の背景として、それぞれの保育史の推

移と特徴について従来の見解と異なる知見

を提起した。 

  (4)参照国として設定したフランスと日露

両国との比較は限定的なものに留まらざる

を得なかった。だが、ユニバーサルな保育制

度に関するモデルを仮設することはできた。

今後は、この仮説をより多面的に検証し、発

展させることが求められている。 
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